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ケース① 大判大正 9 年 12 月 18 日（民録 26 輯 1947 頁）買戻し価額の僅少
額不足と買戻しの効力に関する事案 
［事案］本件不動産の買戻権について、当事者の契約によると、代金金 517 円、
契約費用金 12 円 8 銭、つまるところ合計額金 529 円 8 銭となるべきところ、
売主・買戻権者 X の提供金額は金 528 円で、金 1 円 8 銭の不足が認められたと






























































































ケース② 大判昭和 9 年 2 月 26 日（民集 13 巻 5 号 366 頁）・弁済金の僅少額
不足と債権証書返還請求・抵当権の抹消に関する事案 




結局、X は総額で、9900 円に至るまで弁済を完了した。そこで、X は残額
100 円の支払準備を調えた上で、Ｙに債権証書の引渡しおよび抵当権の抹消を



















































































ケース③ 大判昭和 10 年 6 月 8 日（大審院判決全集 2 輯 19 号 981 頁）・売渡
担保の弁済額の僅少額不足と売渡担保の効力に関する事案 
［事案］債務者 X（被上告人）は債権者 Y（上告人）から金 38 円を借り受け、
本件物件を Y に対し、売渡担保のため提供した。本件物件の占有は、債務者で
ある X が行っている。特約では、期限内に金 40 円 50 銭を支払うことにより、
本件物件の所有権は X に復帰するものとされていた。ところが、期限内に支払


















































があり、昭和 10 年 10 月 31 日確定した。そこで、Y が同年 11 月 2 日、右債務
名義の債務を弁済するため、X 方に赴き、元金 750 円・利息 31 円 25 銭、およ
び手続費用金 16 円 30 銭、計 797 円 55 銭を提供したところ、X に受領を拒絶
されたため、供託所に供託し、その旨をＸに通知した。 




張。原審 X 敗訴。X 上告。 
［判旨］上告棄却 































































































































































範的側面の再評価ー」民商法雑誌（一）（二）91 巻 4・5 号（1985 年）、「信義誠実
の原則の構造論とその法解釈論における地位」（一）（二）（三）高千穂論叢 31 巻 3・
4 号、32 巻 1 号（1996/1997 年）、「『条理』と『信義則』の法源論における位置づ


























(5) 牧野英一「具体的妥当性」法学志林 24 巻 10 号 33 頁（大正 11 年）参照。  
(6) 鳩山秀夫・債権法における信義誠実の原則 269 頁（1955 年）。 
(7) 林・判例 5 頁、同・法律 92 頁。 
(8) 田中実・注釈民法(1)総則(1)70 頁以下（昭和 39 年）。 
(9) 田中・前掲書 74 頁以下。 
(10) 安永正昭・新版注釈民法(1)79、82、86 頁参照（昭和 63 年）。 
(11) 菅野耕毅・信義則の理論 57 頁（2003 年）。 
(12) 末川博・判例民法研究 236 頁以下（昭和 12 年）。   
(13) 林・判例 10 頁以下、同・法律 96 頁参照。 




(15) 林・法律 97 頁以下参照。本件事案については、これまでの信義則適用をさらに一
歩進めているにもかかわらず、惜しむらくは教授のコメントは認められない。 
(16) 林・判例 12 頁以下、15 頁以下、同・法律 99 頁以下。 
(17) 林・判例 19 頁、同・法律 102 頁以下。 
(18) 田中・前掲書 72 頁。 
(19) 田中・前掲書 78 頁。 
(20) 林・判例 19 頁。 
(21) 林・判例 20 頁。 















巻 6 号 1002 頁以下（1936 年））。 
(23) 安永・前掲書 88 頁以下。 
 
 
 
